２０１０、８，１６　　　中国労工と康健弁護士が香港で日本を訴える。
　　康健弁護士は香港の史維会の要請に応じて、日本に強制連行されて生き残った労工崔広廷、崔書進を伴って香港を訪れた。遺族韓占言、労工劉仕礼らは香港で日本政府および関係企業が戦時重大な人道違反の暴行を行ったことを告訴した。彼らは近頃成立した第二次大戦時中国労工連合会のメンバーで、崔書進は実際上の会長である。１５日彼らは中環平和記念碑に戦時中の死難者に献花し、香港教育者協議会で記者会見および研究討論会に出席した。
　　香港の史維会兼香港立法会議員何俊仁弁護士は「ある個別の日本企業は第二次大戦時の被害者に数万元の救済金をだし、慰安婦には二万ドルを支払ったが、これは全て『尊厳のない賠償金』である」といった。
　　８月１６日、康健弁護士と香港史維会は中国労工連合会の労工と共に香港三菱で抗議し、要求書を手渡した。２００８年１１月５日馬得志ら１０３名の中国労工控訴案原告代表が提出した「戦時中強制連行により日本で酷使された事件に対しての提案」を改めて申し入れ、同時に三菱集団が真面目に歴史的責任を認識し、誠意を持って中国人被害者の正当な要求に向き合い、一日も早くこの歴史的遺留問題の解決を図ることを厳正に要求した。
　　８月１７日、彼らは香港の日本領事館で抗議、および要求書を手渡した。

　　各位におかれては、これらの労工原告が「尊厳のない救済」を受け入れたくないという正義の立場を支持して、彼らが引き続き日本政府および企業に対して、正式に加害事実を認め、これらの人道に違反した暴行を奴隷的に酷使した中国人労工とその遺族に謝罪、賠償し、「中国人は請求権を放棄した」との前提で行われる如何なる法廷外和解協議をも決して受け入れないとの態度を支持されることを希望する。
　　　　カナダ、アジア第二次大戦浩劫史実維持会共同主席　Ｔhekla Lit　列国遠
